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研究の概要 

 投球動作などのオーバーヘッドスポーツにおいて，肩関節が外旋するときに肩や肘に大きな負荷がかかり，その

時の肩甲骨の運動は重要とされている．投球動作などは様々な体幹姿勢で行われる．本研究は，体幹姿勢が肩

関節を 90度外転した状態で肩関節を外旋した時の肩甲骨の運動へどのような影響を与えるかを明らかにした． 

 結果は，体幹をまっすぐにしたときに比べて，最大屈曲時は肩甲骨の後傾角度が減少，内旋角度が増加した．

最大伸展では，上方回旋角度が増加した．最大対側回旋では，後傾角度が減少，内旋角度は増加した．最大同

側回旋は角度に変化はなかった．同側側屈では後傾角度の減少，対側側屈では，後傾角度の減少，内旋角度が

増加した． 

 


